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Seprase (EC 3.4.21.-) (170 kDa melanoma membrane-bound gelatinase) (Fibroblast
activation protein alpha) (Integral membrane serine protease)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリンプロテアーゼファミリーに属するホモ二量体膜内在性ゼラチナーゼである。上皮癌の反応性間質線維芽細胞、治癒過程の創傷肉芽組織、および骨軟部肉腫の悪性細胞において選択的に発現する。このタンパク質は、発生、組織修復、および上皮癌の発生過程における線維芽細胞の増殖または上皮間葉系相互作用の制御に関与すると考えられている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2014年4月]、触媒活性：ゼラチンおよび熱変性したI型およびIV型コラーゲンを分解するが、天然のI型およびIV型コラーゲンは分解しない。ラミニン、フィブロネクチン、フィブリン、カゼインを切断しない。,機能：発生および創傷治癒における組織リモデリングに関与し、悪性癌の浸潤性に寄与する可能性がある。,誘導：線維芽細胞において、発生、組織修復、および発癌における組織リモデリングの時期および部位において発現する。,PTM：N-グリコシル化されている。,PTM：N末端はブロックされている可能性がある。,類似性：ペプチダーゼS9Bファミリーに属する。,細胞内局在：細胞表面のラメリポディア、インベイドポディア、および脱落小胞に認められる。,サブユニット：ホモダイマー、またはDPP4とのヘテロダイマー。モノマーは不活性である。,組織特異性：線維芽細胞特異的。,
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	マウス肺ライセートのウェスタンブロット分析、抗体は1000倍に希釈した。二次抗体は1:20000倍に希釈した。

